


















10曲に見る傾向―｣ 『神戸山手短期大学紀要』 47・48・49・51号､ 2004・2005・2006・2008年)
＜前章の最終段落＞
本小論は､ どのようなパターン・特徴を持つ歌メロディが長く多くの人の記憶に残るかとい
うテーマでここまで考察を進めてきた｡ 考察の重心は ｢多くの｣ に偏ってきたようである｡
｢長く｣ については投票の過去５年以前の日本の歌とひと括りしただけで､ その歌メロディ
が記憶されてきた時間の長さについてほとんど言及してこなかった｡ 例えば第１位の ｢川の流
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(1901－29年)､ 第２期 (1930－64年)､ 第３－５期 (1965－92年) のベスト100ランク・イ

















翌年2 で放送された ｢20世紀日本のうた―グランド・フィナーレ―｣ で紹介されたベス
ト10曲の支持年代層の分布から伺い知ることができる｡ この第３－５期のベスト10ランク・イ
ン５曲中 ｢川の流れのように｣ を除く他の４曲の支持年代層は ｢神田川｣ (1973年発売－投票
当時40代男性の１位)､ ｢いい日旅立ち｣ (1978年発売－30代・40代女性の１位)､ ｢いとしのエ












くなり､ それ故に好きになりにくくなるようである｡ ｢今時の歌は…｣ と嘆いたことのある中
高年の方達は､ 御自分の経験を思い起こしてみればこの点容易に納得されるであろう｡ こうし
て中高年の多くは青春時代に好きになった歌をカラオケで相も変わらず延々と歌い続けること





んど考えにくい｡ 話をわかりやすくするために､ 例えば ｢荒城の月｣ に投票をした70代の女性
の場合を仮定してみよう｡ 1927年に生まれた彼女は ｢荒城の月｣ が作曲された1901年時点でこ
の曲を聴くことは当然できない｡ 彼女がこの曲を聴いたのは例えば作曲後30数年ほど後の1930
年代のいつかであったであろう｡ その後彼女は60年ほどこの歌を記憶し､ 1997年投票した｡ こ
こで注目したいのは60年の記憶年数ではなく､ 彼女が作曲後30年以上､ すなわち１世代を経た
後にこの曲を聴いたという点である｡ この ｢荒城の月｣ は言わば ｢世代を越えた歌｣ というこ
とができようか｡ この場合と同様にこの第１期のランク・イン曲は大なり小なり ｢世代を越え
た歌｣ とその特徴を規定できよう｡ 第１期と第３－５期のランク・イン曲は ｢世代を越えた歌｣
と ｢世代の歌｣ という点で質を異にする｡ 第２期については､ 第１期と第３－５期の中間の時
期であり､ 前後両時期の特質が混在している時期とここでは理解しておこう｡














よそ30年≒１世代を経ると７割余り (60－16＝44) がベスト100圏外へと去り､ ２世代を経る
と９割弱 (60－７＝53) が圏外へ去る｡ ２世代を経てもなおある程度多くの票数を得てベスト


























きても ｢多く｣ の支持を集めるという点では難のあるパターンと言えようか｡ やはり注目すべ







で ｢長く｣ では評価できても ｢ 多く｣ では難がある｡ ・強・密・同パターン (２＞０＜11)
は減衰の度合いは大きいが ｢荒城の月｣ と ｢故郷｣ という ｢世代を超えた歌｣ を７曲中の２曲




期では ｢月の砂漠｣ ｢早春賦｣ という ｢世代を越えた歌｣ を２曲生んでいる｡ 特筆すべきは第
３－５期に偏っているとはいえベスト10に５曲もランク・インしているパターンである｡ この
早・強・密・上パターンは現時点では最も ｢多く｣ の支持を集めることのできるパターンであ
り､ ｢長く｣ の可能性も十分に高いパターンでもある｡ これに対して ・強・密・上パターン
(１＜３＞２) は対照的である｡ ベスト100ランク・イン曲数は見ての通りそれほど多くはない｡
また第１期の ｢世代を越えた歌｣ は１曲にとどまっている｡ だが､ 前章で指摘したようにベス
ト100のランク・イン曲数に対するベスト10ランク・イン率は５割と最も高率のパターンであ
り､ しかも第１期､ 第２期､ 第３－５期に万遍なくそれぞれ１曲ベスト10入りさせている｡ 証
明は残念ながら現時点ではできないが､ 先述した仮定がある程度的を得ているとすればこの・







て ｢長く｣ 生き抜いていく力強さにはなお不安が残る｡ どこまでいっても決着がつきそうにな
いが､ 実は興味深いことに両パターンの合体と考えうるタイプのメロディもある｡ 例えば ｢い
い日旅立ち｣ がそのタイプである｡ この曲は早・強・密・上パターンを代表する１曲であるが､
早出部分の第１音符をカットして考えると・強・密・上と表記しうる第２音符以降のメロディ・































考えることができる｡ これら８曲の支持層の多くは中高年であり､ ｢高校三年生｣ を除く７曲
はテンポはミディアムからスローで激しくなく日本語メインの歌で先述した情感・叙情性のあ
る歌に当てはまる｡ ｢高校三年生｣ もマーチ・ベースでテンポは速いが､ 短調メロディで深い







に ｢いい日旅立ち｣ ｢秋桜｣ の強力な支持層は投票当時30代・40代の女性であったが､ 彼女達
の多くは山口百恵ファンだったはずである｡ とすれば彼女達の多くは10代・20代の頃､ 例えば
同歌手のアップ・テンポでビートのきいた ｢プレイバックⅡ｣ や ｢横須賀ストーリー｣ と
いったヒット曲も上記２曲と同程度に好んでレコード等を買っていたと考えうる｡ が､ 20年ほ
どの加齢の後に彼女達がベスト３曲に選んだのは圧倒的に前者－情感・叙情性のある２曲であっ
たのである｡ 後者２曲はベスト100曲にもランク・インしていない｡ また､ 論述はしないが






























来的に最もベスト100圏外へ去る可能性が高いと考えられる曲は ｢七つの子｣ であろう｡ この










いるであろう｡ が､ 2057年にはそれでもやはり当落線上であろうか｡ 最も判断が難しいのが
｢月の砂漠｣ である｡ メロディ・パターンは早・強・密・上とプラス効果が期待されるし､ 情





される｡ 2057年にはリアル・タイム記憶投票者はほぼいなくなり､ ｢世代の歌｣ として彼らの
支持を集めた曲はベスト100圏外へ去ることになる｡ 残り続けるのは世代を超える力を持った
曲ということになるが､ ｢高校三年生｣ を除くその候補曲は以下のように考えることができよ
うか｡ 早出パターンは２曲と少ないが､ この２曲― ｢リンゴ追分｣ 早・強・密・同と ｢学生時
代｣ 早・強・疎・上―はプラス効果も期待され､ ある程度候補曲と考えていい｡ パターン
７曲のうち歌のテーマの力とともにメロディ・パターンのプラス効果も期待される２曲― ｢青
い山脈｣ ・強・密・上と ｢ここに幸あり｣ ・強・疎・上―が候補として妥当であろうか｡
ただし近年クラシック声楽の側から戦前の歌謡曲の歌い直しも行われており､ この試みが成功
すれば ｢影を慕いて｣ ｢人生の並木路｣ も候補に浮上してくるかもしれない｡ ｢リンゴの歌｣
( ・強・密・下) は個人的に好きな曲ではあるが､ 第１－第２音符下降パターンの故に残念
ながらベスト100に残るのは厳しいと思われる｡ 弱＝遅出パターン６曲のうち ｢上を向いて歩

















早・強・密・上・ ・上－ ｢知床旅情｣ ｢｣













































































































的な ｢世代の歌｣ と言っていい｡ ミディアム・テンポではあるが基本的には短調メロディで情
感・叙情性も申し分ない｡ メロディ・パターンは早・強・密・上・・上・上と記せる早・・
上合体型の３連続上昇パターンで､ この早・ ・上合体タイプの中で今のところ最もよく作ら























































































密・疎判別における大きな誤差が生じる場合がある｡ たとえば ｢学生時代｣ は参考にした楽譜
表記からやむなく疎と判定せざるをえなかったが､ 筆者自身の時間距離感覚ではむしろ密と判
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